
学校名
教育利用・
校務利用

実践事例の概要 様式

川登中学校
【指定校】 校務利用

①「校務利用と市内での共有」
・校務利用の例と市内での活用事例の共有方法

B-1

川登中学校
【指定校】 教育利用

②「生成AIを活用していく上での情報モラル」
・大規模言語モデルの仕組み、ファクトチェックの必要性

B-2

川登中学校
【指定校】 教育利用

③「生成AIの基本操作とプロンプト」
・プロンプトの基本的な構成の例示と、川柳、デジタル絵本等の作成

B-3

川登中学校
【指定校】 教育利用

④「「個別最適な学び」「協働的な学び」につながる生成AI活用」
・英会話の練習、英作文の添削、多様な他者としての意見を求める活用

B-4

武雄市教育委員会（佐賀県）リーディングDXスクール事業 【実践事例一覧】

様式A



＜校務利用＞ ①「校務利用と市内での共有」

武雄市立川登中学校（佐賀県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

・校長会での事例紹介
・教頭会、情報担当等での研修
・活用事例の収集と共有
市内教職員で活用事例をGoogle
スプレッドシートに記入し、クラウ
ド上で共有（図１）。各種生成AIで
のプロンプト、生成結果をリンク取
得し、貼り付けた。

市内学校への展開

・あいさつ文の作成
・保護者あて文書の作成
・教育講演会の謝辞
・学年だより等の添削
・通知表（生活単元）の評価記入例の作成

生成AIが作成した内容は、あくまでも例とし、最終的には、作
成者による内容確認、修正、補足、追記等の必要性を確認。

校務利用

図１

・各種通信（学年だより、学級だより）は

作成者が誤字・脱字のチェックを生成AIで

行うことにより、教務主任、教頭、校長の

チェックの時間短縮につながった。

・活用事例を市内で共有することにより、プ

ロンプトの書き方、活用場面の参考になっ

た。

・市内全体で、自発的に活用する動きが出

てきた。



＜教育利用＞ ②「生成ＡＩを活用していく上での情報モラル」

武雄市立川登中学校（佐賀県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

生成ＡＩを学校現場に導入する前に、教育委員
会と協力し、情報モラル学習を実施。この学習で
は、
・生成ＡＩに関する基本的な情報
・大規模言語モデルの基本原理（図２）
・情報の信頼性と検証の重要性
に焦点を当てた。これに基づいて、生成ＡＩを適
切に活用するための留意点や約束ごとを生徒自身
に考えさせた。個人のオリジナル性が求められる
場面では使わないなどの意見が出された。

情報モラル（オリエンテーション）

図２

ChatGPTが生成する情報の真偽について考える
授業を実施。Chat GPT上で佐賀県を紹介するキャ
ラクターを作成し、チャット形式で佐賀県の観光
スポットや名産品などを紹介させた。会話を進め
ていくうちに、実在しない店名や特産品が示され、
生成AIが作成したものには間違いがあることを再
確認した。生成AIを活用する際の問題点を検討し、
問題点に対処する方法について話し合い活動を
行った。生成された情報をさらに検索にかけて、
情報の真偽を確かめる生徒も見られてきた。

情報モラル（ファクトチェック）

図３



＜教育利用＞ ③「生成AIの基本操作とプロンプト」

武雄市立川登中学校（佐賀県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

プロンプトによって生成AIが出す回答に違いが
生じることに触れ、プロンプトを作成する際に
・役割設定
・条件
・具体的な例や情報
・出力形式 等を指示することで、自分
の望む回答に近づけることができることを説明。
（図４）その後、冬季休業中に生成AIを使って川
柳づくりの課題を出し、作品は佐賀県が実施した
DX川柳コンテストに出品した。

プロンプト

画像生成AI（Canvaを利用）を体験するために、
・ChatGPTで生成した物語をもとに、画像生成AI
でイメージ図をさらに作成。それらを使ったデジ
タル絵本を制作。添えて動画を制作。
・受験勉強に役立つ商品を課題とした商品開発と
パッケージデザインを生成。

画像生成AI ・短時間で、アイデアやデザインが作成され、新しいものづく

りの可能性を感じた。

・同じプロンプトでも、違う回答が返ってくるため、プロンプト

の書き方にさらなる工夫が必要なのかの検討を続けていく

必要がある。

・一方で、生成されたものの著作権については慎重な扱い

が必要である。

図４



＜教育利用＞ ④「「個別最適な学び」「協働的な学び」につながる生成AI活用」

武雄市立川登中学校（佐賀県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-４

英会話の練習相手として利用。家庭でChat GPT
で練習した後に、学校ではALTとの英会話を実施
した。また、生徒各自が作成した英作文をChat
GPTでより自然な英文になるように添削に用いた。
Chat GPTが示した英単語や表現が難しい場合は、
辞書や検索を用いて自分が納得できるようにする
ことを合わせて指導を行った。
教科の授業の中では、プロンプトは予め教員が

準備をし（図５）、それをコピー&ペーストして
使うようにすることで、教科の学習が円滑に進む
ように工夫を行った。

英語科での活用

＜数学＞
・解答に至るヒント、別解法の提示。

＜学級活動＞
・高校入試の面接練習。

＜技術・家庭（技術分野）＞
・2030年の電力構成に関する話し合い活動で、
生成AIが示す別視点についても議論。

（教員）

学習支援の一環として、可能性は大きい。また、話合い活

動では、新しい視点での意見が示され、多様な考えやさら

に、生徒の考えを深めさせるための手助けになると感じた。

（生徒）

「個別練習がしやすい」、「教材を生成させ、繰り返し学習

できる」といったことから、学習への意欲向上につながった。

イメージを文章や画像として生成できるので、表現が苦手

な生徒にとって、新たな表現ツールになる可能性がある。

図５

その他教科等での活用


